
１．訴えたいアイデアのポイントと理由

北九州市の課題である
・観光滞在増進（観光客の77％が日帰り）・再訪者向上（観光客数が10年で13%減少）
・400年続く“ぬか文化”の継承者不足）
を既存資源（ぬか炊き・ぬか床マイスター、古民家等）×デジタルで解決。

（令和9年度）

２．アイデア実現までの簡単な流れ

ぬかで沼る北九州市～発酵美容ツーリズム～
ＫｉｔａＱＤＸミライバトンラボチーム

“ぬかで沼る北九州”は、文化継承と観光の未来を編むプロジェクト。

旅の目的は、北九州市独自の発酵文化。
ぬか床教室で、マイスターにぬか床の歴史から学ぶ。地元の旬野菜を使って体験。

古民家に民泊し非日常を味わう。
「ぬか床セラー」がどんな季節でも、翌朝食べごろに仕上がるようコントロール。
初めて自分で漬けたぬか漬けは最高だったわ！

ぬか床は自分の子ども。
旅が終わっても、育てる楽しさは終わらない。
困ったときには、
ぬか文化伝承アプリ「北九州ぬかのこ」！
ちゃんとマイスターが答えてくれる。
気が付けば美肌、快腸、疲れ知らず、免疫力UP。

この前は小倉に泊まったけど、今度は母を連れて、皿倉山のある八幡。
母にもマイスターのぬか炊きを。それに、夏の手入れのコツを直接聞きたい！

そんなあなたはもう完全に、北九州に沼っています！

STEP1：企画設計（6ヶ月）
ぬか床マイスター・野菜農家・宿運営者等と協働体制構築

STEP 2：体験提供の準備（4ヶ月）
ぬか床教室、ぬか床セラー準備

STEP 3：アプリβ版公開（6ヶ月）
アプリ「北九州ぬかのこ」検証、実証ツアー

STEP 4：正式リリース（令和9年度）

年／月 内 容

Ｒ８/1～６ 企画詳細設計／関係者協働体制構築／金策
ぬか床セラー開発／アプリ開発

Ｒ８/７～９ 実証ツアー（アプリ・ぬか床セラー実証）
※市内継承者の育成

Ｒ８/10～R9/3 実証を踏まえた改善

R9/4末～ 正式リリース
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